
、

、1「層1’りl　J，、ノ1」．｝J，＼　雪3り県凸、　q，匿朱1々1勘C　←　」ノ

【【ノ〕IJ　　ノ　　’　　一
一　　7

羅
響
轟
羅

の．

D
∴

、
払

1；＝．鴨r’
冴
卸

　
●

発行所鵡忍所
発行人　日向一市長

編集人　市畏室広瓢係

印刷所　安藤印刷所
　　電話64番

新
民
生
委
員
き
ま
る
！

現住人口表
（11月人口理rの

男　　19．315人

女　　19996人

訓39．311人（卜53人）

回
読
繁
糠
鱗
鯉
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ん
委
員
会
は
じ
め
広
く
三
蓋

照
木
仁
平
治
（
村
a
還
）

河
野
　
桝
市
（
切
鳥
松
原
）

三
浦
マ
ツ
エ

　
　
（
上
原
町
、
下
原
町
）

本
宮
　
宵
∴
（
滑
　
　
良
）

小
原
道
烈
（
堀
一
力
）

三
樹
　
り
小
一
（
曽
　
　
根
）

柏
田
茂
．
．
一
郎
（
畑
　
　
浦
）

成
合
　
藤
作
（
亀
崎
、
鶴
町
）

野
怖
　
バ
彦
（
手
）

沖
1
1
　
政
治

（
清
止
、
古
野
川
、
地
蔵
）

汀
川
　
珍
枝
（
八
幡
、
伊
勢
）

是
沢
光
次
郎
（
高
々
谷
）

児
ト
∴
青
郎
（
宮
ノ
L
）

　
　
　
’
r
ト
幡

柄
本
ペ
ク
ヨ

八！n塩安福
、｝・木月藤川

　
　
（
遠
　
　
見
）

正
一
行
（
堂
脇
乗
）

∴
広
（
マ
脇
中
）

　
勇
（
幸
脇
西
）

奨
治
（
飲
谷
～
～
1
）

洲
κ
（
新
町
別
府
）

－
－
ー
ー
三
目
一
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、

久倶胃黒田長橋世渡大
藤木別木木野田ド辺地
，ケ　　，1〔　今

r久ナ次な朝佐次　シ
庁助ツ郎雪1化蔵治ズ

高条一剣飢耗
’　のの　　　　中

継賢働型堕
）

一
こ
の
本
県
の
ホ
ー
プ
と
’
り
ゆ
う

　

一
べ
き
工
場
誘
致
、
後
進
県
の
木

諏
が
一
歩
前
進
し
よ
う
、
与
る

…
こ
の
丁
楽
の
上
人
、
こ
れ
は
誰

一
ひ
と
り
否
定
ナ
る
者
は
あ
り
ま

｝
せ
ん
。

そ
し
て
一
日
も
甲
い
決
冗
を
9
1

む
声
が
県
民
の
絶
対
多
数
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
漏
水
に
つ

一
い
て
の
漁
民
の
反
対
す
る
立
場

阿
分
讐
・
、
問
題
・
正
・

皿し

ﾄ
も
民
主
的
な
政
冶
の
在
り

方
と
し
て
、
充
分
検
討
さ
れ
て

一い
る
訳
e
す
。

一

　
　
一
亙
’

一

は
決
し
て
停
滞
し
て
い
ろ
の
で

は
な
く
、
以
ヒ
申
し
げ
る
よ
う

に
近
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り

信
咽
を
損
っ
て
、
厚
生
大
臣
の
7

賑
繕
錦
爬
舗
躰
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
識
難
さ
る
。
と
k
…

養
員
の
氏
名
と
担
当
区
ほ
次
の
　

通
り
で
す
。
　
（
敬
称
臨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
一
一

進
ん
で

　
　
　
　
［

い
る場

誘
致

ま
し
て
、
お
そ
ら
く
汗
式
決
疋

を
み
る
の
も
そ
う
遮
く
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
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彩
バ
（
秋
　
　
網
）

モ
ヨ
（
曙
～
、
砂
）

伝
一
（
本
　
　
宮
）

罷
久
（
駆
引
璽
）

承
雄
（
櫓
野
、
中
西
）

碓
治
（
金
ケ
浜
）

明
治
（
鵜
　
　
毛
）

侶
一
（
籾
　
　
木
）

舗
繍
細
彫
駝
望
脇
助
轍
宝
器
矯
ボ
辺

の一大
あ同休
ゆ融の
み昭経
t　相】11愚

の三に
中1つ
に　・い
おf｝て
知の　’

ら巾別
ll政稻

な1凶査

ど民州
と代彿
協／）う

護やな
布晒き
さ内ね
ね終た

’済季ヴ1

こ界様
の代ぐ
問ノξ’

し
て
あ
b
ま
一
が
こ
の
問
伽
に

つ
い
ご
ほ
、
県
当
局
ほ
あ
ら
ゆ

る
襯
点
に
V
つ
て
、
恒
ホ
に
研

究
さ
れ
、
丁
場
の
癖
水
か
門
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
は
よ
、
♪
ソ
、
実
ろ
秋
を
迎
匹

よ
）
と
し
」
お
り
ま
r
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

百
一
庁
県
民
か
久
し
く
待
望
し

て
ぎ
た
人
」
場
誘
致
、
日
向
巾
一

町
の
漁
民
の
生
活
に
嘆
い
彫
工
一
民
か
毎
年
々
々
夢
に
み
て
≒
た
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
、
二
兎
な
｝
細
島
臨
海
π
業
地
帯
の
実
現
、
…

川
唱
＝
。
：
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会
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：
一
含
竃
：
＝
幽
一
＝
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轟

　
　
戦
々
津
地
区
簡
易
水
道
な
ど
審
議

十
二
月
十
九
日
、
市
議
会
十
二

月
定
例
会
を
囎
く
こ
と
が
告
示

く
解
決
す
る
た
め
、
県
当
局
と
｝
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
る
即
席
は
ト
三
瀦
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
東
汀
紡
績
誘
致
一
よ
。

三
山
ハ
十
七
丹
・
　
専
決
事
項
承
一

　
認
に
つ
い
て
（
簡
易
水
道
設

　
置
に
つ
い
て
）

議
案
六
十
八
弓
　
〃
　
（
市
起

　
債
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

　
（
上
水
道
事
業
∀

　
　
ー
ー

糊駕

T
熱

簾講師寵灘i糊麟
1写　真】

　細島臨海工業地帯造成地第二期工事現
　場1．000馬力のサンド，ポンプ船は，海

　底から砂を吸い上げ猛烈な勢いで流し
　込んでいる。

議
案
六
二
九
n
り
　
日
向
市
特
別

　
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
　
一
部
改
止
に
つ
い
て
（
区
長

㎝
手
当
）

議
案
し
十
号
　
寄
附
採
納
に
つ

　
い
て
（
細
島
英
魂
追
悼
会
不

　
動
産
）
　
　
．

「
謎
案
七
十
一
号
　
十
地
建
物
処

一
分
に
つ
い
て
（
日
知
屋
字
中

　
原
、
山
て
地
五
六
坪
、
麹
物
三

一
　
九
坪
）

へ

一
帯
案
七
十
二
号
　
市
起
債
及
び

　
倣
還
方
法
に
つ
い
て
（
富
高

　
　
小
学
校
増
築
事
業
資
金
）

満
案
七
十
三
号
　
〃
（
細
島
小

　
学
校
改
築
世
業
資
金
）

議
案
七
卜
四
号
　
市
起
債
及
び

　
償
還
方
法
に
つ
い
て
（
月
々

　
津
小
学
校
改
築
二
業
資
金
）

一

畿
案
七
十
三
号
　
〃
　
臨
海
工

　
業
地
紹
造
成
聯
業
負
担
金
山

　
舎
）

議
案
七
十
六
ロ
リ
　
〃
　
　
（
屑
場

7
浄
化
槽
建
設
箏
業
資
金
㌧

「
三
図
七
十
七
号
　
昭
和
三
十
一

π

　
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳
入
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（
新
年
名
刺
交
換
会
）

　
（
（
（
（
（
（
（

年
始
廻
り
の
合

理
化

恒
例
に
よ
り
ま
し
て
、
新
年
名
刺
交
換
会
を
次
の
と
お
り

開
喚
い
た
し
ま
す
。

新
生
活
運
動
の
一
環
と
し
て
虚
礼
と
お
互
の
年
始
廻
り
を

廃
ぼ
し
、
こ
の
会
で
各
位
の
前
途
を
祝
福
し
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
多
数
御
参
加
下
さ
い
。

　
　
主
催
　
日
向
市

　
　
日
時
　
一
月
一
日
午
前
十
一
時

　
　
会
場
　
旧
富
局
高
校
講
堂

　
　
会
費
百
五
十
円
（
前
納
）

　
　
申
込
十
ご
月
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
市
役
所
市
長
室
　
　
　
　
　
　
　
・

名
簿
印
刷
の
部
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
住
所
、
職
業
、
氏

名
を
轡
き
会
費
を
添
え
て
阜
目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

別
に
案
内
状
は
さ
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
時
刻
厳
守
定
刻
ま

で
御
参
山
下
さ
い
。

名
刺
交
換
の
代
り
に
名
簿
を
印
刷
し
て
当
日
さ
し
h
げ
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
一

瀦
案
七
十
九
弓
　
昭
和
三
十
一
　
役
所
に
集
っ
て
三
役
と
親
し
く

　
年
度
日
向
市
公
益
質
屋
特
別
年
頭
の
挨
拶
を
と
り
か
わ
す
ご

繍
護
噛
r
算
追
加
磁
嚢
帖
ポ
菟

… ．・・，…．・㌔…。・・，・㌧．・・．・％．・．．・％．・，．。の．・9．・◎．・・。．・・．・％．・・．・・．・・．9ゴ・．・㌔・。・●。

こ
れ
は
日
頃
新
生
活
運
動
を
よ

一
び
か
け
て
い
る
市
役
所
職
員
が

…
先
つ
も
っ
て
範
を
示
そ
う
と
貫

｝
う
わ
け
。

餓幽

A
算
迫
加
直
土
に
つ
い
翻
謙
鰻
．
糠
騒
年
末
年
始
の
執
務

議
案
ヒ
十
八
号
　
昭
和
三
十
一
　
役
、
各
課
長
長
へ
年
始
ま
わ
り
市
役
所
で
は
三
尊
年
始
の
執
務

　
間
度
日
向
市
災
害
耕
地
復
旧
一
を
し
て
い
た
の
を
一
切
と
b
や
一
は
次
の
と
わ
り
で
す
か
ら
、
御

櫛
懲
悪
門
出
レ
鮮
簗
彌
歎
輪
帽
構
膨
弊
一
輪
三
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
当
直
者
は
勒
勝
し
て
い
ま

い
壌
行
ず
る
．
と
爾
鴨
脚
懲
の
搾
は
お

！

7

馨
話
臨
糞

今
年
の
市
政
を
囲
顧
し
て
最
も
議
会
が
反
対
暗
明
准
を
発
表

大
き
い
問
題
は
、
細
島
隔
海
馬
　
し
、
ユ
場
誘
致
問
題
が
具
体
的

業
地
帯
造
団
地
の
第
一
区
第
一
　
に
遣
展
よ
る
と
同
時
に
、
こ
の

期
⊥
事
ん
戊
に
伴
う
、
工
場
誘
反
対
運
動
は
拡
が
っ
て
い
っ
た

致
問
題
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
　
　
の
で
め
り
ま
す
。
し
か
る
に
地

昨
年
九
月
注
置
県
知
肇
か
ら
野
　
ル
富
島
漁
協
は
県
足
で
あ
り
市

口
研
究
所
に
「
細
島
臨
海
工
業
　
の
希
甲
で
あ
る
⊥
場
誘
致
に
絶

地
帯
再
菜
工
期
」
調
舎
が
依
頼
対
協
力
の
爬
慶
で
こ
の
問
題
に

さ
れ
て
か
ら
一
月
三
i
一
日
に
甲
み
、
そ
の
た
め
洩
協
仲
間
に

は
同
研
究
所
小
智
卿
“
河
西
調
孤
ヴ
の
ヴ
場
と
な
り
、
遂
に
連

記
団
が
最
終
調
査
の
た
め
現
地
合
会
の
除
名
を
う
け
る
ま
で
に

調
査
に
来
市
、
一
月
二
↑
六
日
越
な
り
ま
し
た
が
、
微
動
も
せ
ず

に
は
璽
鐸
パ
ル
プ
か
ら
、
一
月
大
力
釧
の
た
め
協
力
体
制
を
崩

二
十
八
日
に
は
中
越
パ
ル
プ
か
　
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ら
四
度
団
が
相
次
い
で
来
市
、
　
こ
の
間
に
東
汀
紡
績
は
調
査
計

さ
ら
に
三
月
二
十
日
目
　
　
　
爾
を
遣
め
、
五
月
七
日
県
議
会

は
嘔
祥
パ
ル
プ
伊
藤
忠
兵
衛
会
介
員
協
議
会
で
、
黒
木
副
知
事

長
一
行
で
再
度
の
視
察
を
行
は
工
場
誘
致
問
題
に
つ
い
て
報

い
、
同
月
二
十
七
日
に
は
鉦
叩
パ
ロ
し
『
東
汀
紡
績
が
ほ
ぼ
確
定

語
調
野
社
長
一
行
が
視
察
の
た
的
で
あ
る
が
、
東
汀
パ
ル
プ
そ

め
来
弗
、
蝦
汀
紡
績
も
視
察
す
の
他
の
1
場
の
希
甲
も
あ
り
、

る
に
到
っ
て
に
わ
か
に
日
向
市
演
協
の
反
対
運
動
が
あ
る
の

は
工
場
設
置
の
た
め
の
枳
咋
で
、
ま
た
確
定
で
は
な
い
」
と

で
、
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し
。
口
明
、
東
面
勒
績
の
船
務
部
長

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
談
も
新
聞
に
報
道
さ
れ
て
、
こ

一
方
門
川
町
の
漁
業
組
合
は
、
　
＼
に
わ
が
国
総
合
e
人
紺
工
業

パ
ル
プ
「
場
誘
致
反
対
を
叫
び
界
第
一
の
会
利
息
洋
紡
が
、
宮

惨
し
、
三
月
七
日
に
は
門
川
町
崎
県
に
誘
致
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
問
鵬
は
】
大
飛
躍

し
て
報
道
界
を
に
ぎ
や
か
に
し

ま
し
た
。

工
場
誘
致
は
百
万
鳳
民
要
望
の

県
是
と
し
て
ま
た
日
向
市
と
し

て
も
絶
対
的
の
も
の
で
あ
り
、

願
っ
て
も
な
い
よ
う
な
丁
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
な
が
ら

確
定
に
到
っ
て
な
い
こ
と
は
、

遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

県
当
局
首
脳
部
、
そ
の
他
関
係

者
は
年
内
に
解
決
し
た
い
と
折

角
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。

　
市
財
政
の
健
全
化

　
に
っ
と
む

ま
た
市
財
政
の
健
を
化
を
は
か

り
、
早
急
に
健
全
財
政
に
立
ち

直
る
た
め
、
地
方
財
政
再
建
促

進
特
別
措
置
法
の
適
用
を
う
け

る
こ
と
＼
な
り
、
当
衛
の
赤
㌧

三
千
一
百
語
学
を
一
応
解
消
し

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
財

政
端
脳
計
画
瀞
を
九
月
十
三
日

の
市
議
会
で
議
決
し
て
お
り
ま

す
。

一
方
市
民
の
市
税
納
入
の
意
識

も
漸
次
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

本
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
て
徴

収
率
も
約
三
％
上
昇
し
ま
し
た

が
、
数
字
を
申
上
げ
て
み
ま
す

と
、
本
年
度
市
税
十
月
末
現
召

調
定
額
は
七
千
四
百
四
十
五
万

二
千
円
、
こ
れ
に
対
し
徴
収
額

は
二
千
七
百
三
十
八
万
六
千
円

で
、
三
十
六
％
と
な
っ
て
お
り

、
ま
だ
ま
だ
市
民
の
協
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
な

く
、
十
二
月
一
日
か
ら
税
務
課

で
は
全
員
徴
収
で
1
5
力
を
か
け

て
い
ま
す
。

都
市
計
画

大
日
向
市
麺
設
の
た
め
の
二
丁

づ
く
り
と
し
て
、
都
市
副
画
区

画
弊
琿
弔
業
が
始
つ
た
こ
と
も

特
記
す
べ
き
て
と
で
あ
り
ま
し

よ
う
。
本
年
レ
㌔
し
て
は
内
部
設

臼
の
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、

港
湾
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し

て
い
ぐ
市
街
地
の
駄
礎
造
り
と

し
て
日
子
屋
原
Ψ
地
の
区
画
計

理
聖
業
は
そ
の
第
一
歩
と
い
え

ま
し
よ
う
。

そ
の
他
こ
の
一
釘
の
市
政
メ
モ

を
め
く
っ
て
か
え
り
み
な
が
ら

来
る
年
の
日
向
市
の
課
崩
を
冷

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
1
月
）
　
－
日
彗
賀
名

刺
交
換
会
、
5
日
日
向
市
消

防
出
初
式
、
1
3
日
　
水
稲
一
期

栽
培
講
習
会
、
1
5
日
　
成
人
式

24

冝
@
日
向
市
公
益
質
届
を
旧

窟
高
小
学
校
跡
に
開
設
、

25

冝
@
市
議
会
全
員
協
藁
調

（
2
月
）
　
6
日
民
生
常

務
委
員
会
、
8
日
　
市
藁
ム
臨

時
会
、
1
0
～
1
8
日
　
一
般
紀
核

梢
密
検
診
、
9
日
市
教
育
委

員
定
例
会
、
2
0
－
2
4
日
　
定
期

稀
痘

（
3
月
）
　
2
日
越
曲
面

4
品
評
会
、
6
日
工
場
磐
致

特
別
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、

8
日
　
教
育
委
員
足
例
会
、

11

冝
@
工
場
誘
致
説
明
会
（
旧

高
校
講
常
）
市
議
会
定
例
会
、

15

冝
@
↓
叩
悩
住
宅
印
込
締
切
、

節
日
　
美
々
津
漁
協
築
磯
実
施

31

冝
@
亀
崎
通
線
道
路
完
成
、

（
日
知
屋
）
岡
在
銘
完
成
（
岩

脇
）
、
財
光
寺
認
諾
住
宅
竣
工

（
二
十
七
戸
）
3
1
日
　
上
水
道

配
水
本
管
工
事
（
延
長
四
、
四

二
五
メ
ー
ト
ル
）
完
成
、
送
水

本
鵯
工
事
（
延
良
二
、
四
五
〇

メ
ー
ト
ル
）
完
成
、

（
4
月
）
　
3
臼
仔
彗
セ

リ
市
、
丁
々
津
ム
n
桝
一
年
記
念

式
、
上
水
道
第
一
水
源
ポ
ン
プ

エ
“
竣
■
（
永
田
）
1
4
一
日
1
5
日

綾
部
つ
つ
じ
祭
、
2
0
日
　
臨
海

工
業
地
帯
特
別
委
員
会
　
2
5
日

日
向
市
戦
没
者
合
同
慰
露
祭

（
定
警
寺
）

（
5
月
）
　
2
日
優
良
農

家
表
彰
式
、
4
日
　
第
一
回
区

長
総
会
、
5
日
　
よ
い
子
表
彰

10

匤
ｳ
育
委
員
会
、
1
5
日
　
納

税
準
備
貯
藷
組
合
表
彰
式
、

16

冝
@
市
議
会
全
員
協
議
会
、

17

冝
@
馬
の
流
行
性
脳
炎
予
防

実
射
始
め
る
、
観
音
寺
花
祭
り

29

冝
@
イ
ク
イ
パ
エ
幻
台
竣
工

祝
賀
会
3
0
～
日
3
1
日

臨
時
会（

6
月
）
　
－
日

鮒
立
五
周
年
記
念
式
、

区
長
臨
時
総
会
、

薗
芸
組
合
総
会
、

市
議
会

　
　
養
老
院

　
　
2
日

4
日
　
果
樹

6
日
　
農
桀

委
員
会
、
1
4
日
　
教
育
委
員
会

20

冝
@
新
田
博
一
汚
水
関
係
調

査
、
鎗
臼
　
餓
鬼
表
彰
式
、

28

冝
@
市
議
会
定
例
会

　
（
7
月
）
　
2
日
市
利
会

福
祉
協
議
会
役
員
改
選
、
市
観

光
絵
は
が
き
写
貞
審
査
発
表
、

4
日
仔
牛
品
評
会
、
8
日

参
議
員
選
挙
、
1
0
日
　
民
生
常

務
委
員
会
、
1
2
日
　
教
育
委
員

会
、
1
4
日
農
業
委
員
会
、
1
7
日

工
場
誘
致
特
別
委
員
会
、
2
3
日

細
島
港
祭
、
2
4
日

特
別
委
、
節
日
市
職
員
採
用
試

験
2
8
日
　
仔
牛
セ
リ
市
、
3
1
旧

市
消
防
団
水
防
演
習
（
幸
脇
）

（
8
月
）
　
2
日
　
市
街
地

下
水
溝
川
掃
工
む
、
2
1
日
　
市

議
会
全
員
協
議
会
、
飽
日
　
細

島
小
学
校
新
築
第
一
期
工
事
落

成

（
9
月
）
　
2
日
市
青
年

団
体
育
大
会
、
5
日
　
市
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
総
会
、
1
0
日

～
1
3
日
　
市
議
会
臨
時
会
、

14

ﾚ
　
市
消
防
換
法
大
会
、
葉

た
ば
こ
品
評
会
、
1
5
日
　
と
し

よ
り
福
祉
週
閥
実
施
、
1
8
日

十
五
夜
祭
、
2
5
日
～
2
8
日
工
場

誘
致
特
別
委
、
3
0
日
岩
崎
道
路

完
成
（
広
見
）
遠
見
適
路
冗
成

（
幸
脇
）

（
1
0
月
）
　
－
日
新
教
育

委
員
会
制
度
に
よ
る
新
教
育
委

員
五
氏
任
命
式
、
3
日
　
工
場

誘
致
委
、
1
4
日
　
財
光
寺
上
地

改
良
竣
工
式
、
1
5
日
　
市
議
会

臨
時
会
、
1
6
日
臥
す
晶
評
会

21

冝
@
芙
々
沖
町
市
属
巡
動
会

工
場
誘
致
．
飽
日
堆
肥
審
在
始
む
、
お
日

細
島
築
磯
実
施
、
経
済
委
員
会

公
聴
会
、
2
6
日
　
水
稲
早
期
栽

培
協
議
会
、

（
7
1
月
）
　
2
日
浄
水
場

ポ
ン
プ
室
そ
の
他
丁
那
人
札
、
－

12

冝
@
日
向
市
産
業
祭
打
合
せ

会
、
1
4
日
教
育
委
員
公
、
立

磐
神
社
大
祭
、
2
7
日
　
工
場
誘

致
委
員
会

（
1
2
月
）
　
2
日
富
江
小

学
校
増
築
毎
回
入
札
、
6
日

翼
々
沖
小
学
校
新
築
第
二
期
工

事
磯
鶏
、
上
水
道
配
水
本
管
工

事
入
札
、
7
日
一
8
日
　
日
向

市
産
察
駁
撃
祭
　
　
　
，

’
9
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，
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

日
向
6
1
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

↓
日
か
ら
．
．
卜
日
ま
で
年
末
扶

合
い
運
動
を
強
力
に
擢
麗
し

て
、
市
円
生
活
囚
窮
音
な
ど
へ

有
木
の
愛
の
贈
物
を
集
め
て
い

ま
す
の
で
一
人
で
も
多
く
の
順

々
へ
御
協
力
を
よ
び
か
け
て
い

よ
す
。

こ
の
運
動
は
N
H
K
と
共
に
行

な
わ
れ
る
も
の
で
年
の
瀬
を
迎

ん
る
生
活
困
窮
名
、
人
引
目

斉
、
孤
児
、
身
体
の
不
自
由
な

r
供
な
ど
へ
さ
＼
や
か
で
も
温

い
煙
の
手
を
さ
し
の
へ
て
、
共

に
ば
ら
が
り
い
な
が
ら
も
明
る

く
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
る
こ

愛
の
贈
り
物
を
！

　
　
年
末
　
す
け
合
い
運
動

と
が
出
来
る
よ
う
に
展
開
さ
増

る
も
の
て
す
。

ま
た
運
動
の
楕
進
け
休
は
婦
人

連
絡
協
議
会
で
す
が
、
今
年
は

特
に
女
f
高
校
生
も
『
年
仁
扶

、
合
運
動
』
と
末
記
し
た
睨
炉
を

　
つ
け
て
百
名
か
自
発
的
に
協
力

ヂ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
，
。

璽
め
ら
れ
る
金
品
は
現
金
、
白

米
、
も
ら
、
衣
類
、
身
廻
、
日

用
、
学
用
品
、
菓
子
、
玩
貝
等

と
な
っ
て
わ
り
二
十
日
迄
に
婦

協
、
女
．
一
高
抄
生
が
集
め
て
廻

り
ま
す
。

．
　
　
”
一
一
＝
＝
樽
＝
＝
＝
＝
＝
「
＝
一
一
■
＝
；
二
＝
雷
一
一
＝
＝
噛
＝
＝
＝
＝
＝
「
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
一
一
＝
＝
＝
＝
霞
＝
＝
”

…
衛
生
だ
よ
リ
　
…

　
岡
隅
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
胃
一
二
＝
冒
＝
＝
闊
＝
＝
言
騨
＝
＝
＝
＝
＝
＝
鵠
＝
噛
＝
＝
一
一
＝
一
＝
＝
＝
一
「
＝
●

私
た
ち
の
日
向
市
を
も
う
す
こ

し
清
潔
な
街
に
し
ま
し
よ
う

踊
近
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

ち
り
溜
が
で
き
て
い
て
、
見
た

目
に
も
た
い
へ
ん
汚
い
し
、
公

盛
会
だ
つ
た
市
産
業
祭

　
　
　
女
高
生
の
人
気
は
レ
ッ
テ
ル
集
に

日
向
巾
再
転
振
興
祭
は
八
、
几

日
の
「
日
間
に
穿
っ
て
、
旧
島

叔
R
舎
で
俄
さ
れ
了
し
た
が
、

両
目
と
＾
川
冨
に
盛
会
（
し

ブ
。唐

子
館
に
は
菖
繋
爪
物
、
そ
芋

ロ
　
　
　
ノ
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
レ
ヤ
　
た
　
　
　
イ
じ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
り
　
　
打
閉
！
　
舌
群
　
　
団
－
口
隅

へ
ど
四
ヒ
一
一
点
の
他
珀
刎
川
村

の
木
炭
四
万
八
点
を
加
・
ズ
、
キ

声
曲
－
水
産
館
に
は
各
橿
加
」

品
、
写
貞
な
ど
千
宥
．
百
へ
の
日

本
彗
は
特
に
県
下
で
始
め
て
行

わ
れ
よ
し
た
六
大
都
南
及
び
全

国
七
十
市
か
ら
の
包
襲
紙
と
レ

ノ
テ
ル
等
の
展
ト
が
讐
に
人
気

か
さ
ら
っ
て
わ
り
ま
し
た
。

な
わ
人
場
先
馬
者
に
ほ
抽
サ
ん

に
よ
っ
て
黒
木
げ
男
（
バ
艮
）

さ
ん
他
二
鳶
名
に
愈
々
景
品
か

わ
た
さ
れ
↓
、
し
た
。

な
わ
出
品
物
の
入
賞
者
・
h
農
曜

…
閉
係
一
六
几
点
、
木
炭
関
係
八

六
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
優
等

入
賞
苔
は
次
の
通
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◇
酋
通
“
物
1
ー
ウ
崎
π
i
四

　
戸
奥
野
）
、
黒
木
兀
男
（
内

　
川
内
）
以
上
玄
米
、
海
野
正

　
掩
（
丸
々
津
）
水
稲

◇
そ
　
　
堕
1
1
奈
須
昭
プ
、
（
中

　
村
）
自
邸
、
坂
化
d
行
（
奥

　
野
）
馬
温
順
榎
木
堀
一
（
永

　
田
）
蝦
根
、
鋸
爪
他
人
（
永

　
田
）
に
ん
じ
ん

◇
果
　
　
実
1
1
西
田
一
雄
（
梶

　
木
）
み
か
ん

◇
農
産
加
工
醤
赤
木
正
朔
（
幸

　
脇
）
茶

◇
せ
ん
い
H
鈴
木
道
人
（
奥

　
野
）
ラ
ミ
ー

◇
餐
　

蚕
一
－
奈
須
ナ
ミ
エ

　
（
奥
野
）
繭

◇
而
　
　
曜
門
長
友
栄
太
郎

　
（
山
塞
）
卯◇

各
種
品
評
会
鮎

　
果
”
黒
木
清
次

　
郎
（
切
島
）
堆

　
肥
、
黙
田
忠
市

　
（
小
原
）
果
樹

　
園
、
四
丁
完
治

　
（
中
別
府
）
馬

　
鈴
薯

◇
木
炭
門
黒
木
仙

　
（
日
向
市
）
、

　
鍋
島
元
治
（
門

　
川
町
）
、
田
口

　
定
仏
（
南
郷
村
）

　　　　　うての元三
。い㍗納δ

る掘
　し　し行品
　こつ物

衆
衛
生
し
ま
こ
と
に
W
心
に
堪

え
ま
珪
ん
。
こ
れ
は
市
の
方
に

も
貞
任
が
あ
り
、
行
届
か
な
い

点
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
現
＾
財
故
ヒ
ら
り
は
業

者
を
一
人
指
恕
し
て
、
オ
ー
ト

ご。

ﾖ
一
台
マ
収
隼
し
て
い
ま
す

が
、
ふ
ん
尿
と
両
方
で
寸
か
ら

隅
々
．
風
で
、
f
が
廻
り
か
れ
る

わ
け
・
し
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
昭

和
一
、
一
卜
二
彗
か
ら
は
、
鄭
芥
境

却
場
夕
設
け
る
と
と
も
に
、
人

員
紛
備
を
強
化
し
て
、
市
直
昌

喉
窯
に
移
す
よ
う
に
渤
画
し
て

い
ま
ぐ
．
こ
れ
が
T
、
現
す
れ

ば
、
現
白
御
迷
陳
を
お
か
け
し

て
い
る
ふ
ん
尿
と
と
も
に
、
ん

全
に
収
嶋
で
き
る
こ
と
＼
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

ぜ
ひ
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
、

お
1
1
に
清
潔
な
強
し
の
よ
い
街

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。◎

市
街
地
に
お
住
い
の
方

　
は
ぜ
ひ
ブ
タ
付
の
ち
り

　
箱
を
備
付
け
て
く
だ
さ

　
い
。

ら
り
箱
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
引
に

し
ま
す
と
衛
生
的
で
も
あ
り
、

長
持
い
た
し
ま
す
。

三 二 一
十 墾 毬
カ カ カ

月 月 月

蓋 δ 五
○ ○ ○
F 円 円

◎
ご
み
、
燃
え
が
ら
等
は
　
旧
飛
行
場
附
旺
の
市
の
指
冗
場

指
定
業
者
に
収
集
さ
せ
所
に
捨
て
る
こ
と
。
指
定
場
所

　
る
か
又
は
埋
立
て
か
表
　
以
外
の
土
地
、
海
岸
か
ら
二
百

塞
蟻
も
の
で
お
琳
輔
繍
鱗

ご
み
、
燃
え
が
ら
等
の
収
集
に
滑
掃
法
に
よ
り
三
万
円
以
下
の

つ
い
て
は
、
巾
清
掃
条
例
に
よ
罰
金
、
拘
留
呂
～
は
科
料
に
処

り
次
の
範
m
て
手
数
料
を
徴
集
　
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
市
街
地
以
外
に
お
住
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
は
、
ご
み
は
埋
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
焼
く
か
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焼
く
と
き
は
火
事
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
よ
う
、
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

な
お
ふ
ん
尿
は
一
巡
（
一
、
五
　
せ
ん
。
ち
り
溜
を
い
つ
ま
で
も

2
1
）
に
つ
き
一
弄
円
、
人
、
れ
放
仔
し
て
お
く
と
、
汚
い
ば
か

こ
の
死
体
一
頭
に
つ
き
一
〇
〇
り
で
な
く
、
ハ
エ
の
発
生
場
所

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
と
な
り
、
伝
染
病
の
温
床
と
も

ら
特
別
大
口
の
ご
み
、
ふ
ん
尿
な
り
ま
す
。

等
は
、
表
の
規
定
に
拘
ら
ず
、
　
以
上
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
の

業
者
は
別
に
契
約
で
き
る
こ
と
下
に
、
一
日
も
早
く
ら
り
溜
等

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
の
見
当
ら
な
い
清
潔
な
街
に
な

自
分
で
捨
て
る
と
き
は
財
光
も
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

納
税
目
標
額
に

　　

@　

｠
と
一
歩

　
　
　
　
　
市
税
納
入
に
御
協
力
を
！

納
税
に
つ
、
ま
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
手
段
を
と
ら
ざ
る
か
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
も
あ
り
ま
し
た
ご
と
ほ
・
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
苧
．
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
聯
犠
朔
雅
蠣
肋
ゼ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
し
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
　
　
め

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@謝

ﾓ
難
矯
論
難
騨
姓
㍑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
！
　
　
　
　
　
　
魚
カ
ー

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

@
靴
糟
礁
灘
瞬
馴
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
期
間
を
経
過
し
ま
寸
と
・
穏
便
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
の
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
仁
義
ば
か
り
で
は
通
さ
れ
な
い
．
　
　
　
　
　
殺
場
で
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
当
日
山
天
の
際
は
、
中
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
承
知
の
よ
う
に
、
役
所
の
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
逼
っ
て
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
の
締
切
り
は
毎
勾
一
．
一
月
未
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
日
4
前
　
梶
木
、
段
手
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
わ
り
ま
す
が
、
本
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
家
庭
の
収
支
の
総
決
算
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
後
　
亀
崎
新
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
ま
す
の
で
、
納
税
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
日
弓
前
　
西
川
内
、
本
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
て
も
竹
に
本
月
は
、
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
舘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
皆
様
の
意
識
を
高
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仔
後
　
幡
浦
公
民
飾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
す
と
し
」
も
に
、
滞
納
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
野
神
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
方
ほ
特
別
の
郷
努
力
を
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
日
々
前
　
永
田
奉
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
完
納
に
つ
と
め
ら
ね
る
！
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
奥
野
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
師
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
日
／
1
前
　
中
村
支
所
、
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
内
納
入
に
つ
い
て
減
配
布
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
神
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ
な
い
方
に
対
し
よ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
　
財
光
も
開
拓
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
、
不
本
意
な
が
ら
向
明
け
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
甲
速
強
制
準
押
を
推
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
方
釧
を
税
務
課
で
は
r
L
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
の
最
後
に
市
民
の
皆
様
に

こ
の
「
方
法
を
講
じ
て
き
た
の
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
に
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ネ
な
よ
う
で
す
が
、
巾
財
政
確
二

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
●
　
　
　
か
9
0

市
営
と
　
…
吟
年
千
月
＋
日
丁
費
六
百
万
円

　（

j
旧
）
殺
場
…
で
新
築
落
成
し
た
百
三
坪
の
ひ

堀
見
橋
上
か
ら
蕩
は
近
代
的
な
機
械
設
備
を
持

山
陰
の
上
を
向
．
ち
内
外
と
も
に
清
潔
そ
の
も
の

く
と
上
流
約
里
で
す
。
門
を
く
ぐ
る
豪
畜
に
…
い
の
電
気
解
剖

ム
色
も
f
、
こ
』
d
つ
た
感
じ
で
和
4
、

み
か
げ
．
石
が
に

綴
難
襲

　　

@　

@　

社
特
別
あ
っ
ら

震
郭
勤
新
鉱
頚
こ
、
で
と
殺
さ

と
っ
て
は
『
孤
が
生
涯
の
最
悪
…
ノ
コ
ギ
リ
や
肉

の
日
㎞
が
待
ら
う
け
て
い
る
と
｝
片
を
つ
る
す
た
醸
規
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
ク
め
の
カ
ギ
が
ず

シ
や
豚
の
数
頭
が
異
様
な
面
持
一
ら
り
並
ん
で
い

で
三
坪
の
搾
場
に
立
た
さ
れ
て
｝
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
、

盆

18

日

午
前

19

勛
�
O

4
後

20

卲
ﾟ
前

　
　
誓
後

21

卲
ﾟ
前

午
後

一
れ
る
家
畜
は
月

7
平
均
↑
三
九
、
と
く
（
仔
牛
）

二
一
、
再
三
、
豚
二
九
頭
で
緊

．
急
の
他
は
月
水
金
が
と
殺
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
う

［
定
め
ら
れ
、
処
理
は
と
夫
一
、

一
使
用
人
二
、
内
臓
処
押
人
）
女
）

協
前

秋
醤
寺
の
下

古
野
橋
（
ヒ
々
　

夏
毛
）細鞭

A
編
鞭
臓
器

主
君
支
所
　
　
㎝
そ
し
て
こ
の
と
場
使
用
料
は
一

金
ケ
浜
　
　
　
　
頭
当
り
4
万
百
円
、
馬
四
百
五
一

高
松
公
民
館
・
一
〇
円
、
豚
仔
弓
馬
三
百
円
と
な

…鮒
`
館
綜
壁
け
て
食
肉
の
需

学
校
建
築
若
工

　
　
　
　
　
－
美
々
津
小
話
、
一
期
「
巾
l

　
　
　
　
　
l
富
高
小
増
築
r
事
1

一
肉
需
要
ζ
．
d
え
ば
欧
米
諸
国
で

は
年
々
大
量
に
消
費
さ
れ
て
い

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
1
飛
ρ

｝
ま
す
が
、
年
一
回
“
謝
肉
祭
”

講
魚
棚
雛
僧

…
な
こ
と
を
名
え
な
が
ら
出
口
に

一
ん
だ
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
陰
か
ら
入

管
辞
鶴
灘
礪
碑
舗

に
気
付
き
ま
し
た
。

　
市
営
火
葬
場

綾
部
の
つ
つ
じ
山
の
北
東
、
庇

手
の
鉄
道
踏
切
り
を
渡
る
と
す

ぐ
右
手
に
、
赤
煉
瓦
の
煙
突
が

う
ら
淋
し
く
見
え
る
四
坪
ば
か

り
の
建
物
、
こ
れ
が
市
営
火
葬

場
で
す
。
暗
い
感
じ
は
介
く
な

く
、
小
さ
な
煉
瓦
や
き
工
場
と

い
っ
た
軽
い
感
じ
。

北
西
口
が
開
い
て
い
る
此
処
の

地
形
は
、
今
日
は
寒
風
吹
き
荒

び
、
筆
者
は
お
蔭
で
ク
シ
ヤ
ミ

欝購繍允
市営屠殺場

霧
“
繍
質
鎌
倉
藻
謂
咀
墨
画

r
と
ど
い
た
当
室
設
備
て
市
民
の
一
の
仏
像
の
Ψ
双
三
休
が
、
さ
び

　
皆
さ
ん
に
こ
た
え
ま
す
、
と
衛
一
て
、
そ
の
巾
一
体
は
凶
が
と

一
生
課
で
は
、
、
口
づ
て
い
ま
す
。
食
．
れ
、
首
だ
け
の
分
も
そ
ば
に
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

数
同
。
そ
こ
え
管
理
人
の
依
嘱

さ
ん
が
、
八
十
一
才
と
は
思
わ

一
れ
ぬ
元
売
な
姿
で
倒
て
き
ま
し

一
た
。
こ
の
巷
人
の
詔
に
よ
り
ま

　

㎜
す
と
、
一
般
に
は
慣
習
L
f
娼

が
多
く
、
焼
か
ね
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
死
者
が
火
錯
に
さ
れ
る

麺
ど
盟
縁
献
鷲
伽

所
に
か
け
ら
れ
た
木
凡
に
、

　
火
葬
料
　
金
壱
千
参
門
円

と
丼
い
て
あ
り
ま
す
。
棺
の
大

き
さ
の
制
限
は
長
き
五
尺
三

寸
、
由
甲
一
軍
部
」
、
宵
例
さ
一
尺

葬
香
み
ま
し
・
、
皆
様
方
…
ま
す
が
、
中
に
は
何
ら
悪
を
‘
坤
上
、
蕪
、
」
シ
し
、

蔵
男
に
対
し
ま
し
轟
謝
｝
示
さ
れ
な
い
少
数
野
鳥
納
」
立
の
た
め
御
男
の
蕊
で
御
葦
津
小
学
板
新
築
第
二
期
産

油
飢
翫
動
欝
隔
年
の
後
歌
劉
湿
掻
躰
卿
毅
鐸
鵠
よ
義
が
い
い

Ψ
よ
り
月
を
追
う
て
向
上
し
、

市
税
弼
課
で
た
て
て
お
り
ま
す
　
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

罎
糟
暑
熱
牡
⑳
・
と
一
あ
な
た
は
狙
わ
れ
て
い
る

し
か
し
過
去
数
年
に
わ
た
る
多
一
年
末
の
あ
わ
た
寵
し
さ
に
き
ら

額
の
滞
納
一
掃
の
た
め
、
法
に
…
に
拍
環
を
か
け
る
の
が
犯
罪
で

許
さ
れ
た
範
囲
内
に
お
い
て
、
一
す
。
歳
末
防
犯
〃
と
ら
の
巻
”

最
大
限
納
税
者
に
有
利
に
と
つ
　
を
日
向
警
察
署
で
は
次
の
よ
う

て
、
納
税
者
の
呂
痛
感
を
最
少
．
に
示
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

限
に
d
め
て
、
従
来
の
滞
納
を
・
御
協
力
を
望
ん
で
い
ま
す
。

轄
重
し
て
い
た
た
く
よ
う
色
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
コ
ロ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
　
ノ

　
　
来
年
の
市
政
に
望
む
…
原
稿
募
集
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
■
o
．
．
．
ロ
●
・
．
9
，
．
．
9
』

　
の
こ
り
少
く
な
っ
た
三
十
一
年
は
工
場
誘
致
に
明
け
暮
れ

　
た
感
じ
で
す
が
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
は
道
路
が
出
来
、

　
論
旨
が
新
築
さ
れ
る
な
ど
数
々
の
巡
展
を
み
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
巡
歩
を
さ
ら
に
巡
め
る
た
め
に
、
広
く
皆
さ

　
ん
の
積
梅
的
な
し
か
も
砕
設
的
な
わ
考
え
、
ご
翌
望
を
率

　
直
に
お
き
か
せ
下
さ
い
。
原
則
は
一
月
り
広
報
に
掲
載
P

　
定
て
す
か
ら
拡
っ
て
い
薩
ド
さ
い
。

　
　
◇
締
切
1
1
彗
一
一
月
』
十
κ
日

　
　
◇
死
先
1
1
市
役
画
二
目
室
広
報
係

　
　
◇
方
法
H
は
が
き
使
川
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
職
業
名

　
　
　
　
　
　
記
。

　
「
○
戸
締
を
必
ず
し
て
下
さ
い
。

　
　
盗
犯
の
侵
入
は
統
計
約
六
四

　
　
パ
ー
セ
ン
ト
が
戸
締
を
し
て

　
　
い
な
か
っ
た
た
め
で
、
い
か

　
　
に
日
頃
戸
締
に
無
と
ん
着
で

　
　
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
ま

　
　
す
。

　
○
長
足
に
は
一
ち
よ
つ
と
そ

　
　
こ
ま
で
だ
か
ら
の
油
断
が
禁

　
　
も
つ
で
わ
っ
か
の
外
出
で
も

　
　
隣
血
所
に
よ
く
頼
ん
で
出
か
一

　
　
け
る
こ
と
で
ゴ
。
　
　
　
　
一

〇
押
売
に
は
1
相
田
に
な
二

　
　
な
い
、
見
な
い
、
一
）
．
」
、

　
　
の
三
つ
か
大
切
で
㍉
る
さ
く
　

　　
ｮ
若
鮒
紛
鰍
豊

　
　
て
下
さ
い
。

0
衣
類
な
ど
の
詩
金
売
り
に
だ
「

　
ま
さ
れ
な
い
こ
と
で
♂
。
街

　
頭
で
二
尺
も
三
尺
も
余
分
に
一
り
ま
す
、

　
ま
け
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た

　
り
、
べ
ら
ぼ
う
に
安
い
衣
類

　
売
り
な
ど
に
う
っ
か
り
だ
ま
一

説
曝
い
ξ
っ
に
御
盆
意
下
㎜
N
H
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
ス
リ
は
何
処
に
も
い
ま
す
。
一

　
人
出
で
混
み
合
う
歳
木
の
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
9
0

　
街
や
市
場
、
京
内
に
は
た
い
　
．

事
は
こ
の
程
満
白
し
ま
し
た
。

　

一
第
一
期
工
事
と
同
じ
プ
ロ
ツ
ク

建
て
で
、
百
六
十
九
坪
Ψ
屋

．
建
、
六
教
宛
が
で
き
ま
ダ
。

富
高
小
学
校
増
築
工
事
は
、
木

造
二
階
建
百
三
十
九
坪
、
四
教

窒
が
ふ
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お

　
家
族
み
ん
な
が
喜
ぶ

家
庭
的
な
正
月
を
考
え

　
象
庭
の
野
獣
に
無
理
の

　
な
い

　
お
父
さ
ん
も

子
供
た
ち
と
圏
緒
に

楽
し
む

鼎お
正
月
を
い
た
し
ま
し

　
よ
・
つ

ま
す
か
ら
財
廊
や
貴
1
5
品
は

内
ボ
ケ
ソ
ト
に
し
っ
か
り
し

ま
い
込
ん
で
干
さ
い
。

炭
疽
ア
防
注
射

う
け
て
ド
さ
い

り
）
叱
く
　
L
　

　
　
　
　
　
　
｝

市
長
の
新
年
の
挨
拶

　
　
　
　
　
N
H
K
で
陶
月
六
日
に
放
送

　
　
　
「
七
市
だ
よ
り
の
時

間
」
に
三
尾
市
長
の
年
頭
挨
拶

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

一
入
一
講
瀧
講
翻
欝
日
頃

　　

@　

@　

@　

@　

@
画
意
・
－
ソ
　
お
入
れ
「
榔
鋸
覇
辮
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
か
ら
二
十
八
日
ま
で
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
期
日
が
せ
ま
る
と
大
分
．
混
雑
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

「
し
オ
ブ
し
一
二
μ
O
b
聖
一
防
1
1
有
と
4
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾
る
巾
石
頭
て
あ
，
Q
日
向
市
消

肝
て
つ
（
蛭
）
検
査
、
駆
除
を
防
出
初
式
は
、
一
月
五
日
午
前

次
の
土
鼓
で
行
い
流
す
の
で
必
七
時
三
十
分
よ
り
、
財
光
寺
旧

ず
受
け
て
下
さ
る
よ
・
一
農
林
課
　
飛
行
場
跡
で
行
う
予
定
で
あ
り

｝
で
犠
ん
で
い
ま
す
・
　
冠
す
・

年
末
の
郵
便
は

早
目
に
出
し
て

か
れ
、
炉
の
前
血
に
並
へ
て
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
伽
の
鉄
扉
の

内
側
に
か
け
ら
れ
る
も
の
で
、

死
者
の
枕
元
で
火
の
中
に
立

ち
、
成
仏
を
見
届
け
る
お
情
け

の
姿
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
よ
う
。

立
つ
た
矢
先
、
精
肉
を
山
と
積
一
こ
の
施
設
は
市
が
っ
く
り
、
市

ま飛七防飾r堕
す行時出る和市
．謀禦艀消
総蝉孟防
享晴瑠出

馬鯉
　り旧毒消を

しかり難小幽る堂
下ら余に評しの日
さ’分なもてでか
い二のり年下’せ
。→日まべさ二ま
（日数すはい解る
日頃がの輸。五と
向まかで送　日大
郵でか’が　頃貼
便にり平特　 ま混
局おま常に　で難
）出すよ園　にす
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サ
　
ぜ
　
　
　
　
殉
f
　
ρ
ド
　
、
r
藷
輌

L

セ

が
施
設
を
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
柊
営
に
つ
い
て
は
管
理
人

に
燃
せ
て
あ
り
ま
す
。

『
市
営
施
設
め
ぐ
り
』
は
六
月

号
か
ら
索
い
て
き
ま
し
て
、
髪

老
院
・
浄
水
場
・
授
産
場
・
思

子
寮
、
公
益
質
屋
、
市
悩
農

場
、
耕
橘
試
験
場
の
順
で
、
め

ぐ
っ
て
滲
り
、
今
月
屠
殺
場
と

火
臨
場
を
訪
ね
ま
し
て
、
ち
ょ

う
ど
十
二
月
で
は
あ
り
ま
す

し
、
こ
れ
で
終
り
た
い
と
1
8
い

ま
す
。
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
施
設
は
、
市
営
G
宅
と

家
畜
セ
リ
市
場
で
し
た
。

御
利
用
下
さ
い
！

市
営
公
益
質
屋
を
〃

（
旧
富
高
小
跡
）


	新民生委員きまる！
	進んでいる工場誘致
	市議会―美々津地区簡易水道など審議
	昭和３１年の市政のあゆみ
	愛の贈り物を！年末たすけ合い運動
	盛会だつた市産業祭―女高生の人気は レッテル集に
	納税目標額にあと一歩 
	学校建築着工―美々津小第二期工事―富高小増築工事
	市消防出初式

